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組合の集会で演奏する 

サガンオールスターズ 

反原発うたいたい 

早
朝
の
代
々
木
公
園
、
明
け
方
ま

で
の
雨
は
か
ろ
う
じ
て
上
が
っ
て
い

た
が
、
テ
ン
ト
の
前
に
は
大
き
な
水

た
ま
り
。
公
園
事
務
所
か
ら
竹
箒
を

借
り
て
水
を
掃
い
て
い
た
ら
、
手
際

の
悪
さ
を
見
か
ね
て
、
公
園
清
掃
の

方
が
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
。 

地
面
の
湿
り
気
も
気
に
な
ら
な
く

な
っ
た
頃
、
テ
ン
ト
前
コ
ン
サ
ー
ト

は
開
幕
。
中
央
集
会
が
予
定
よ
り
10

分
も
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
参
加

者
が
ど
ん
ど
ん
帰
っ
て
行
く
。
こ
ち

ら
も
時
間
を
前
倒
し
し
て
の
開
始
と

な
っ
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
『
メ
ー
デ
ー
合

唱
団
』。
青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
と
迫
力
が
あ
る
。
続
い
て
『
フ

ジ
ミ
グ
ル
ー
プ
』
が
カ
ン
ト
リ
ー
と

地
元
の
区
議
選
で
の
応
援
歌
を
演
奏

し
た
。
そ
の
歌
に
推
さ
れ
た
候
補
者

は
見
事
当
選
。
今
日
は
フ
ジ
ミ
グ
ル

ー
プ
の
演
奏
を
応
援
す
る
た
め
、
テ

ン
ト
前
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
た
。
そ
し
て
男
声
合
唱
『
メ
イ
ウ

ィ
ン
ズ
』
の
安
定
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ー

や
、
今
や
常
連
と
な
っ
た
う
た
ご
え

協
議
会
の
『
大
熊
啓
』
さ
ん
の
パ
ワ

ー
あ
る
平
和
の
歌
。 

ス
ピ
ー
カ
ー
が
不
調
に
な
り
、
シ 

ン
グ
ア
ウ
ト
を
挟
ん
で
い
る
間
に
、

音
響
を
担
う
岩
野
さ
ん
と
天
羽
さ
ん

が
手
早
く
整
え
て
い
た
。 

演
奏
は
続
く
。
毎
年
千
葉
か
ら
参

加
し
て
い
る
『
合
唱
団
ミ
ー
ル
』
。『
狭

石
啓
子
』
は
、
今
年
は
岩
野
さ
ん
が

伴
奏
。『
あ
ん
く
る
ん
』
は
赤
羽
さ
ん

が
体
調
不
良
で
お
休
み
で
、
舩
山
・

森
の
ふ
た
り
で
の
演
奏
。
ト
リ
を
飾

っ
た
『
う
い
み
ん
』
の
『
戦
争
は
さ

せ
な
い
』
は
練
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。 

今
年
は
テ
ン
ト
前
に
立
ち
止
ま
る

人
が
多
い
。
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
時
に

は
配
ら
れ
た
歌
集
を
見
な
が
ら
一
緒

に
口
ず
さ
ん
で
い
る
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
上
で
、
小
さ

な
子
が
歌
に
合
わ
せ
て
手
を
叩
き
、

体
を
揺
す
っ
て
い
る
。
嬉
し
い
な
あ
。

大
き
く
な
っ
た
ら
日
音
協
に
入
っ
て

く
れ
な
い
か
な
。 

打
ち
上
げ
に
は
栃
木
の
メ
ー
デ
ー

を
終
え
た
松
本
会
長
も
駆
け
つ
け

た
。
店
は
例
年
お
邪
魔
す
る
中
華
屋

さ
ん
。
飲
み
放
題
つ
き
３
０
０
０
円

で
、
お
料
理
も
た
く
さ
ん
！
こ
れ
も

毎
年
の
楽
し
み
な
の
で
す
。 

（
東
京
都
支
部 

森
理
子
） 

   

 

メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
は
、
昨
年
か

ら
会
場
の
真
ん
中
に
ス
テ
ー
ジ
を
設

置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
元
の
ス

テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
場
所
を
カ
メ
ラ
マ

ン
席
用
に
小
さ
く
し
た
お
立
ち
台
の

よ
う
な
場
所
で
の
演
奏
で
し
た
。
そ

れ
で
は
あ
ま
り
に
も
可
哀
想
と
思
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
連
合
の
中
に
い
た

の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
年
は
真
ん
中
の
ス
テ
ー
ジ

で
演
奏
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
、
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
員

は
、
３
６
０
度
か
ら
視
線
を
浴
び
る

ス
テ
ー
ジ
に
緊
張
し
な
が
ら
登
壇
し

た
の
で
し
た
。 

 

ス
ウ
ィ
ン
グ
セ
ピ
ア
は
、
ス
テ
ー

ジ
直
下
の
一
角
を
占
め
、
そ
れ
は
そ

れ
で
見
栄
え
の
す
る
光
景
の
中
、『
東

京
ブ
ギ
ウ
ギ
』
の
序
奏
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
軽
快

な
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
に
良
い
感
じ
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
合
唱

の
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
は
、
定
番
の
『
晴

れ
た
５
月
』
を
、
雨
雲
を
吹
き
飛
ば

す
勢
い
で
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
の
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
選
曲
し
た

『
新
し
い
花
を
求
め
て
』
（
詩=

イ
レ

ノ
・
ガ
ル
シ
ア
、
詩
曲=

ミ
ゲ
ル
・
ボ

ル
セ
ル
）
を
朗
々
と
歌
い
上
げ
、
も

う
一
曲
の
選
曲
『
ぞ
』
（
詩
・
曲=

大

沢
隆
男
）
を
歌
い
終
わ
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
顔
を
向
け
真
剣
に
耳
を
傾

け
る
参
加
者
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
力
強
い
森
さ
ん
の
指
揮
と
高
野

ゆ
り
子
さ
ん
の
伴
奏
が
際
立
っ
た
こ

と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
歌
の
持
つ

力
が
参
加
者
を
振
り
向
か
せ
た
の
だ

と
実
感
。
終
曲
は
定
番
の
『
連
合
歌
』

を
ス
ウ
ィ
ン
グ
セ
ピ
ア
の
伴
奏
で
歌

い
、
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
全
員
笑
顔
で

ス
テ
ー
ジ
を
降
り
ま
し
た
。 

 

第
90
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
は

雨
雲
を
気
に
し
な
が
ら
の
開
催
で
し

た
が
、
会
場
の
中
心
か
ら
音
楽
の
力

で
会
場
を
明
る
く
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
、
と
自
負
し
て
い
る
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
坂
口
美
日
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合唱団ミール 

  フジミグループ 

ういみん 

シングアウト 

https://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 5 月 5 日               音 楽 運 動              第 604 号（2） 

仲間の皆様いつも沖縄に思いをはせて頂きニフェー

デービル。 

琉球王国は、1609 年に薩摩藩が侵攻、明治になり

廃琉置県で沖縄県となりました。沖縄にとって昭和は、

人間が人間でなくなる悲惨な沖縄戦、戦後の米軍によ

る人権侵害、それが島ぐるみ闘争に発展。１９７２年

に沖縄が願った本土復帰したものの、平和憲法が沖縄

には適用されず、日本の７０％の米軍基地が残りまし

た。平成となっても状況は変わりませんでしたが、県

民は変わりました。基地押し付けは日本による沖縄へ

の構造的差別であると分かり、「イデオロギーよりアイ

デンティティー」と県民の心がひとつになりました。

しかし、安倍政権は県民投票で明らかになった辺野古

新基地建設反対の民意を無視し、国家権力総がかりで

辺野古新基地建設を強行しています。 

天皇に複雑な感情を持つ沖縄県民、天皇を政治利用

する安倍政権、民主主義を蔑ろにする安倍政権を支持

する大和民族は、新元号｢令和｣に浮かれています。恒

例の沖音協合宿を 4/28～29 の日程で行い、これら

情勢の確認、組合の運動強化、「はたらくものの音楽祭」

のあり方についての意見交換、そしてギター教室を行

いました。 

活動をしなければ、新しい仲間も増やすことは出来

ません。今年も５月１７日～１９日に沖縄平和行進が

行われます。７月の参議院選挙は日本の進路を決める

大切な選挙、はたらくものの力で野党勢力の結集を図

り、多様性が尊重される社会を目指し、ともにちばら

なやーさい。            （平良昌史） 

 

 

 

 

 

 

 

５月３日、平和憲法を生かす香川県民の会総会・講

演会後のピースウォーク出迎え合唱隊です。 

三越前を通る人、足を止めて聞いてくれる人もいて

拍手もいただきました。デモ行進の先頭が到着した時

に「私は忘れない」を歌って、うたごえのまとめとし

ました。主催者の代表の一員の女性の方から「死んだ

男の残したものは」のリクエストもありました。同時

に、このような歌をうたえることが武器になるとも言

っていただきました。 

 高松へ行く途中でギターを忘れたことに気付いて

取りに帰り、少し落ち込んでいましたが、帰りはいい

気分でした。        （三好康夫/細川 剛） 

 

 

復帰 47 年（第 42 回）５・15 平和行進 
 

 日音協は、今年も５・15 沖縄平和行進に参加します。

日音協の行動に参加したい方は、日音協にお申し込みく

ださい。 

   インターネットメール nichion@yomogi.or.jp 

   ファックス      03-6369-3057 

 

５月 16 日（木）17 時 30 分那覇市役所前（那覇市）集 

合、オーシャンビューイン希望ヶ丘（国頭郡恩納村）泊 

 

５月 17 日（金） 平和行進１日目 

          オーシャンビューイン希望ヶ丘泊 

 

５月 18 日（土）  平和行進２日目 

  夜はファイナルステージ（那覇市鏡原町 33-6）で 

 交流会、宿泊は各自手配 

 

５月 19 日（日） 平和行進３日目 

  沖縄県民大会（宜野湾市：宜野湾海浜公園屋外劇場） 

  沖音協・日音協合同反省会 

 

 自宅から沖縄までの移動費用と５月 18 日の宿泊費、

オプション行動の費用（詳細別途お知らせ）のほかに、

沖縄行動共通経費としておひとり2,000円の負担をお願

いいたします。日音協は、県内移動のためのレンタカー

代等を負担します。 

 

沖音協合宿 

mailto:nichion@yomogi.or.jp
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元号が変わり、憲法を守る決意を込めて「５・３憲

法集会」に参加し、午後からは佐藤会長の自宅ガレー

ジにて、メーデー演奏の打ち上げを行った。 

桜も満開の気温 20度。元年５月１日に還暦を迎え

たブルトレ（ブルートレイン）の北山さんのお祝いも

あり花見は最高潮。 

秋田の祭典の参加者は 14 名となり、厚田（札幌か

ら１時間ほど）の別荘で合宿をやって最高のパフォー

マンスをやるぞ。と息巻いて日が落ちるまで酒と演奏

は続いた。             （磯野宏之） 

 

 

 

４月２４日には２３度を記録した札幌。それが一転

２７日のメーデーの朝の気温は３度となり、前夜から

降っていた雨は朝には白い物がちらほら。「なんまら

（すごく）寒い」と参加者はみな厚着の服を装い大通

り公園西８丁目広場には８０００人が結集した。 

公園では、ようやく咲き始めた桜の花が春の訪れを

告げていて、少しは寒さを和らげてくれていた。 

さて、９０回を迎えた北海道メーデーだが、ＦＭカ

ンパニーはたぶん３５年以上は演奏しているだろう

か、今年のメンバーは９人、平均年齢６３歳と（最年

長は的場さん７５歳）どう見ても、いや間違いなく「昭

和おやじバンド」なのである。 

 ９時から始まったオープニング演奏は「やさしい心

を武器にして」「Ａひろば」など９曲を３０分歌い、

さらにメーデー終了後１１時からのデモ行進の送り

出し演奏には「オンザロード」「すべての人に」など

７曲２０分を小雨の降るなか歌いきった。 

今年はエレキギターも加わり「演奏に厚みが出てい

た」と好評で、会場では演奏に合わせて体を揺らす参

加者やスマホで録画する者、手を振って声援をかけて

くれる若者もいて、「おやじバンド」は寒さも忘れて

演奏した。             （磯野宏之） 

 

 今後の主な日程 
5/16～19 復帰 47 年（第 42 回）5・15（沖

縄）平和行進、日音協沖縄行動 

5/27 第 52回はたらくものの音楽祭・秋田県実

行委員会（調整中） 

6/1～2 全国代表者会議（東京） 

6/30  千葉県支部ふれあいコンサート 

9/15～16 はたらくものの音楽祭（秋田市） 

9/22  イットクフェス 2019 

11月  日音協第 55回定期総会 
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 ５月３日、東京都江東区の東京臨海防災公園で、「平和と

いのちと人権を！5.3 憲法集会 2019 ―許すな！安倍改

憲発議―」が開催され、青空のもと、６万５千人が参加し

ました。集会は同実行委員会が主催。 

 日音協は、サブステージのひとつを日本のうたごえ全国

協議会と合同で企画・運営し、また、メイン集会の終わり

の合唱「翼をください」「HEIWA の鐘」の事務局を同協議

会と合同で担いました。 

 「ライブステージ Human Rights × Human Lives」

は、11 時にあすなろさんの司会で開会。未来のための合唱、

朝鮮中高級学校合唱部、京大 PPM2.5（高山佳奈子＆西牟

田祐二）、ラブ・エロ・ピース、Rico ＆ Tatsu、植田あゆ

みさん、ユキヒロさんが演奏。大熊啓さんによる「翼をく

ださい」「HEIWA の鐘」の合唱指導もありました。 

 メイン集会の合唱は、植田あゆみさんのステージに、日

音協、日本のうたごえ全国協議会や集会実行委員会の呼び

かけにこたえた 150 人の合唱団が加わり、「翼をください」

の英語バージョン「Wings to Fly」（後半に日本語も）をう

たいました。植田さんは、「『翼をください』の CD・ビデ

オ制作は 100 か国合唱をめざしたが、パレスチナの仲間は

イスラエル人と一緒にうたっている姿が公開されると故郷

で問題にされかねないなど、それぞれ故国に課題をかかえ

る仲間があり、44 か国にとどまった。こういう事実を知ら

なければならない。次は 100 か国をめざしたい」と語りま

した。行動提起とデモ行進の指示に続いてユキヒロさんが

加わり、３年連続となる「HEIWA の鐘」を集会参加者全体

と一緒にうたいあげました。 

 集会後、日音協は未来のための合唱と一緒に、デモ行進

に出発する参加者をうたで送り出しました。 

（松本敏之） 
 

 

Rico ＆ Tatsu 

ラブ・エロ・ピース 

未来のための合唱。右端は司会のあすなろさん 

日音協の送り出し演奏 

150 人による大合唱 
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2019 年 5 月 5 日              音 楽 運 動              第 604 号（5） 

２０１９年９月１５～１６日に開催する「はた

らくものの音楽祭秋田県祭典」の宿泊予約を取る

のに大変に窮屈な状況になっています。 

原因は秋田県出身のシンガーソングライター

の高橋優主催の『秋田 CARAVAN MUSIC FES 

2019』が９月１４～１５日の日程で開催される

ことによるものと思われます。 

すでに、同じ宿泊施設で連泊を予約するのが厳

しい所もありますので、取り急ぎ予約するようお

願いします。 

 

■秋田県実行委員会について 
秋田祭典への取り組みは、秋田県支部での２回

の事務局会議を経て、実行委員会の立ち上げに向

けて、連合秋田への要請行動や秋田県支部加盟労

組オルグ、祭典会場の予約などを取り組みまし

た。連合への要請では、秋田での祭典は２度目に

なり、連合会長の黒崎氏や事務局長の藤井氏から

は前回の祭典でも協力をいだいていることもあ

って、日音協の音楽運動についての理解を得るこ

とができました。昨年１１月６日に連合秋田会長

の黒崎保樹氏を実行委員長に選出し、第５２回は

たらくものの音楽祭秋田県実行委員会を結成し

ました。 

 実行委員会では、はたらくものの音楽祭は全国

の各支部や加盟労組の音楽サークルに所属して

いる個人・サークル・バンドなどが一同に会して、

それぞれが創作した演奏や演劇などに込められ

たメッセージを発信するイベントであること。そ

してそれらの作品を共有し広める運動であるこ

とを了承していただきました。 

また、当面の取り組みとして、実行委員会の実

行委員会事務局の諮問機関として日音協秋田県

支部メンバーによる企画会議を設置すること。大

まかなスケジュールとして祭典記念ＣＤの制作、

ポスター・チラシの図案募集などを確認して具体

的な活動に入りました。 

 

■記念ＣＤ制作の取り組みについて 
現在取り組んでいる活動についてですが、まず

記念ＣＤの制作です。収録曲は大嶋忠男さんのオ

リジナルを４曲、支部所属の個人と３ユニットで 

 

 

 

４曲の８曲として、１２月２３日から隔週でだい

たい月 2 回のペースで４月２８日まで行ってい

ます。 

それぞれの曲のアレンジはできるだけオリジ

ナルから半音から一度あげて、歌い慣れたものか

ら少しだけ緊張感をもった音づくりに挑戦して

います。今回の収録では、秋田県支部のエンジニ

アの藤原さんが収録機材を更新したことから、多

重録音が可能になり、演奏とボーカルを別に録っ

たり、演奏を別々に録ったりと新しいことにチャ

レンジすることができるようになりました。が、

音源の編集など藤原さんには新たな難儀をかけ

ているところです。 

演奏音源の収録は終わりましたが、音源の編

集、ＣＤジャケットのデザインや編集、ＣＤをラ

ジオのＤＪ風に編集することにしているので、Ｄ

Ｊの録音を５月中に収録を終える予定です。 

 

― 祭典まで４ヶ月半 ―  

■今後の取り組みについて 
４月２８日に秋田県支部メンバー１０名が参

集し３回目の企画会議を開き、祭典までの４ヶ月

半の取り組みについて打ち合わせをしました。 

今後は、参議院選挙の動きを見ながらの活動に

なります。プログラムに掲載する広告の募集、祭

典出場者の募集、祭典スタッフの募集、一般参加

者（オーディエンス）への周知と集約、秋田県支

部企画の出演者募集、オープニングの企画、秋田

県支部の活動を紹介するコーナーの検討等々た

くさんのハードルが待ち受けていますが、まずは

宣伝物を作りあげることが急務になっています。 

第２回目の実行委員会を５月２７日に開催す

ることで、連合秋田と調整をすることになりまし

たので、日音協秋田加盟労組などからマンパワー

をいただき、たくさんの人が音楽運動につながっ

てくれるように取り組んで行きたいと考えてい

ます。 

全国のみなさん。現地実行委員会はとにかく楽

しく頑張っています。是非とも、新しい作品と楽

しい演奏を携えて秋田にやって来てください。お

待ちしています。      

（秋田・後藤雅裕） 

 

 

 

はたらくものの音楽祭 in AKITA  より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 5 月 5 日              音 楽 運 動              第 604 号（6） 

▼
東
京
電
力
が
起
こ
し
た
福
島
原
発
事

故
の
後
始
末
を
、
外
国
人
の
下
請
け
労

働
者
に
や
ら
せ
よ
う
と
い
う
計
画
が
浮

上
し
て
い
る
。
核
燃
料
が
溶
け
落
ち
た

原
発
構
内
で
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
が
従

事
者
の
被
曝
で
あ
り
、
防
止
策
は
徹
底

さ
れ
る
の
か
、
日
本
語
が
意
思
疎
通
の

壁
に
な
ら
な
い
か
、
具
体
策
は
見
え
な

い
ま
ま
で
。
▼
福
島
原
発
で
は
、
８
０

０
程
度
の
企
業
が
廃
炉
作
業
な
ど
に
従

事
し
、
除
染
作
業
に
は
さ
ら
に
何
百
も

の
企
業
が
加
わ
る
と
い
う
過
去
に
例
の

な
い
大
掛
か
り
な
事
故
処
理
が
続
い
て

い
る
。
現
場
の
下
請
け
作
業
者
は
慢
性

的
に
不
足
し
て
お
り
、
あ
っ
せ
ん
業
者

が
生
活
困
窮
者
を
か
き
集
め
て
人
員
を

補
充
し
賃
金
を
ピ
ン
ハ
ネ
す
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。
福
島
原
発
の
廃
炉
・

除
染
現
場
で
は
、
数
十
年
に
及
ぶ
原
発

労
働
者
へ
の
不
当
行
為
が
改
善
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
よ
り
大
規
模
に
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
、
作

業
員
や
雇
用
主
・
行
政
・
企
業
関
係
者

へ
の
取
材
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

と
ん
だ
復
興
五
輪
だ
。
▼
そ
の
五
輪
の

チ
ケ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
る
そ
う
だ
が
、

と
ん
で
も
な
い
金
額
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。
多
額
の
税
金
を
投
入
し
た
お
祭
り

騒
ぎ
は
、
天
皇
即
位
と
と
も
に
五
輪
も

か
ら
ん
で
納
税
す
る
の
が
馬
鹿
馬
鹿
し

く
な
る
。
▼
そ
ん
な
庶
民
の
フ
ト
コ
ロ

具
合
を
見
透
か
し
た
か
の
よ
う
に
首
相 

側
近
か
ら
消
費
増 

税
の
延
期
論
ま
で 

出
始
め
た
。
選
挙 

対
策
が
見
え
見
え 

だ
が
ち
ょ
っ
と
露 

骨
す
ぎ
な
い
？ 
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飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

４
／
12
（
３
４
１
回
）
報
告 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

 

▼「５月のはじめ」と掛けて「飛

騨高山の街並み」と解きます。そ

のココロは「キュウカが並んでお

ります。」        （飯島） 

▼604 号は、10 連休中（休めな

い方もいると思いますが）なので、

5 月 5 日配信とさせていただきま

した。▼元号については様々な考

えがありますが、音楽運動は、今

まで通り西暦表記とします。▼「今

後の音楽祭について」、音楽祭を開

催した富山と、音楽祭取り組み中

の秋田から意見書が報告されてい

ます。明日の幹事会でも検討し、

６月１日～２日の全国代表者会議

でも継続して知恵を出していきた

いと思います。     （佐藤） 

▼５月４日、憲法フォークジャン

ボリーin彩の国2019に行ってき

ました。Rico ＆ Tatsu、狭石啓

子、ほか 35 団体（個人）の表現

者がうた、演奏、演劇、講談、朗

読。▼５月３日、5.3 憲法集会の

デモ行進送り出し演奏に、都内の

ライブハウスなどで活動する志万

田さをりさんがギターで参加。そ

のまま茱萸坂にも参加した。詳し

くは次号にて。     （松本） 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
者 

葉
子
、
ス
ー
さ
ん
、
ス
ー

さ
ん
の
お
友
達
、
鈴
木
、
達
哉
、
未

来
の
た
め
の
合
唱
の
仲
間
、
森
、 

 
計
７
名 

ス
ー
さ
ん
が
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前

で
歌
わ
れ
て
い
る
『
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
』
の
替
え
歌
の
歌
詞
カ
ー
ド
を
持

っ
て
き
て
い
た
。
「
こ
れ
、
も
ら
っ

た
ん
だ
け
ど
、
曲
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
ん
だ
よ
な
あ
。」
と
。
こ
の
歌
は
、

辺
野
古
に
通
っ
て
い
る
た
ん
ぽ
ぽ

舎
の
山
田
さ
ん
の
お
気
に
入
り
。
み

ん
な
で
歌
い
た
く
て
紹
介
し
て
く

れ
た
の
だ
が
、
長
さ
も
あ
り
、
な
か

な
か
歌
い
き
れ
て
い
な
い
。「
ジ
ン
、

ジ
ン
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
羊
も
旨
い

が
沖
縄
山
羊
汁
…
」
な
ど
あ
そ
び
心

も
満
載
な
が
ら
、
「
き
、
き
、
機
動

隊
、
何
が
楽
し
い
、
排
除
・
拘
束
…
」

と
辛
ら
つ
な
詞
も
続
く
。
辺
野
古
ゲ 

て
タ
ン
ポ
ポ
舎
の
方
々
の
応
援
と

励
ま
し
に
感
謝
し
ま
す
。
「
反
原
発

歌
い
た
い
」
の
皆
さ
ん
も
職
業
や
事

務
局
の
仕
事
で
大
変
な
の
で
、
今
日

こ
こ
に
来
ら
れ
た
私
は
ラ
ッ
キ
ー

な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

い
つ
も
の
場
所
に
も
ど
っ
て
、

『
お
見
送
り
の
歌
』
を
歌
っ
て
、
ま

だ
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
『
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
／
ゲ
ー
ト
前
バ
ー
ジ

ョ
ン
』
を
歌
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の

曲
を

Y
o
u

T
u

b
e

で
ず
っ
と
聴
い

て
練
習
し
て
い
た
の
で
歌
え
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
達
也
君
も
、
も
ど

っ
て
き
て
『
月
桃
』
を
歌
い
こ
の
日

の
行
動
を
終
え
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
「
人
々
は
今
の
社
会
に

も
っ
と
怒
り
、
そ
し
て
そ
の
怒
り
を

も
っ
と
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
思
う
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
。
１
機
１
１
６
億
円

の
Ｆ
３
５
を
１
４
７
機
買
う
ん
だ

と
！ 

福
島
県
が
打
ち
切
っ
た
区
域

外
避
難
者
へ
の
住
宅
支
援
が
８０
億

円
。
２
０
１
８
年
度
に
支
給
し
た
給

付
型
奨
学
金
が
わ
ず
か
１
０
５
億

円
。
税
金
の
使
わ
れ
方
が
根
本
的
に

間
違
っ
て
い
ま
す
。
武
器
の
爆
買
い

す
る
な
！ 

沖
縄
に
新
基
地
つ
く
る

な
！ 

避
難
者
を
路
頭
に
迷
わ
せ

て
、
ま
た
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

人
々
を
捨
て
置
い
て
、
な
に
が
復
興

五
輪
だ
！ 

な
に
が
即
位
の
礼
だ
！

私
達
は
怒
っ
て
い
る
。
怒
っ
て
い
る

か
ら
歌
う
。
『
わ
た
し
た
ち
は
許
さ

な
い
』
を
。『
民
衆
の
歌
』
を
。『
ケ
・

サ
ラ
』
を
。
歌
と
仲
間
に
癒
さ
れ
な

が
ら
ね
。 

       

ー
ト
前
歌
集
に
載
っ
て
い
て
、
私
も

好
き
な
曲
（
ち
な
み
に
、
こ
の
『
辺

野
古
ゲ
ー
ト
前
歌
集
』
に
は
我
ら
反

原
発
う
た
い
た
い
の
替
え
歌
の
女

王
、
加
本
さ
ん
の
作
品
『
ふ
る
さ
と

沖
縄
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
ご

い
で
し
ょ
う
）
。
な
の
で
し
ば
ら
く

ア
コ
を
弾
き
な
が
ら
『
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
』
を
歌
っ
て
い
た
。
没
頭
し
て
い

た
ら
「
遅
れ
ま
す
」
と
メ
ー
ル
を
く

れ
た
鈴
木
さ
ん
が
到
着
。
お
っ
と
い

け
な
い
、
反
原
発
の
時
間
で
し
た
。 

『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
『
そ
ん

な
世
界
が
一
番
』
…
歌
っ
て
い
る

と
、
自
転
車
隊
が
手
を
ふ
っ
て
通
り

過
ぎ
て
い
く
。
ク
ッ
キ
ー
坊
や
の
家

族
が
今
夜
も
正
門
前
に
向
か
う
。
子

ど
も
た
ち
は
元
気
に
走
っ
て
い
く
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
も
う
『
坊
や
』
と
は

言
え
な
い
な
。
妹
ち
ゃ
ん
も
足
が
速 

く
な
っ
た
。
原
発
事
故
か
ら
８
年
。

そ
の
あ
と
に
生
ま
れ
た
妹
ち
ゃ
ん

は
こ
ん
な
に
逞
し
く
走
っ
て
い
る
。

８
年
の
長
さ
を
子
ど
も
の
成
長
で

み
る
と
、
な
ん
と
大
き
な
も
の
か
。

あ
の
大
地
震
の
中
、
親
た
ち
は
ど
ん

な
思
い
で
子
ど
も
を
守
っ
た
か
。
そ

し
て
事
故
。
福
島
で
、
あ
る
い
は
避

難
先
で
、
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
８
年

を
過
ご
し
た
か
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
…
。
３
月
で
打
ち
切
ら
れ
た
被
災

者
支
援
。
８
年
経
っ
た
か
ら
も
う
安

全
と
い
う
の
か
？
目
途
の
立
た
な

い
廃
炉
作
業
は
こ
れ
か
ら
な
の
だ
。 

 

■
４
／
２６
（
３
４
３
回
） 

報
告
・
よ
う
こ 

 

参
加
者 

達
哉
、
民
衆
の
歌
の
仲

間
、
森
、
よ
う
こ 

 
 

 

計
４
名 

 
 

（
前
略
） 

い
つ
も
の
太
陽
の
よ
う
な
お
顔

を
ち
ょ
っ
と
曇
ら
せ
て
森
さ
ん
が

到
着
し
た
の
は
『
あ
た
り
ま
え
の
地

球
』
の
途
中
で
し
た
。
ピ
ア
ニ
カ
を

吹
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
や
っ
と
私
に

パ
ー
ト
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し 

      


